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中間赤外線波長域には分子の振動回転遷移が豊富に存在し、その輝線・吸収線の高分散分光観測から、多様な
天体の物理・化学的状態の情報がもたらされる。現在主流の反射型回折格子を用いた分光器による波長分解能の
向上は、冷却を必要とする装置の大型化が実現や運用面でのクリティカルな制約となりつつある。そのような背
景のもと、イマージョン回折格子 (IG)は、小型ながらも高い波長分解能をもつ分光器を実現できる次世代の光学
素子として注目され、中間赤外線用としてはまずGe(n = 4.0)を材料とした IG開発が進められてきた。
我々は、新たに CdZnTe(n = 2.6)を材料とした高効率の中間赤外線用 IGの開発を進めている。開発の動機は

SPICAによる 12-18µm帯での高分散分光観測の実現だが、CdZnTeは 1-20µm帯で高い透過率を示すため、Ge
に比べて TMTのような次世代地上赤外線観測における応用範囲が広い。これまでにキヤノン株式会社が開発し
たシェーパー加工機によって要求を十分に満たす精密な溝形状を平面基盤上に実現している (CdTe、KRS5でも
精密な溝形状を実現)。今回、プリズム成形されたCdZnTeへの溝加工を実施し、IGの加工実現性まで実証した。
さらに回折面への反射膜の候補である Au、Alの成膜試験を行った (CdZnTe平面基板上)。本発表では、実現が
間近となった中間赤外線用 IGの開発状況について報告する。


